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構造改革特区について

平成１４年１０月９日
国 土 交 通 省

１．基本的考え方
○ 国土交通省は、交通分野における需給調整規制の廃止を行うな
ど、これまでも規制改革に積極的に取り組んできた。

、 、 （ ）、○ 特に 都市再生については 都市再生特別措置法の制定 ４月
都市再生緊急整備地域の第一次指定（７月、１７地域）を既に行
い、民間の都市開発事業の動きもにらみつつ、都市再生特別地区
の決定に向け準備中である。さらに１０月４日の本部会合におい
て都市再生緊急整備地域の第二次指定案（２８地域）を決定する
など、着実に進展してきている。

○ 構造改革特区についても、地方公共団体等の提案の趣旨を十分
に把握し、臨海部における特区の活用を始めとして、積極的に検
討している。

２．検討状況
○ 地方公共団体等からの要望のうち、構造改革特区において実施可
能な特例措置として対応することとしているのは以下の７項目であ
る。
・ 行政財産である港湾施設の民間への貸付可能化
・ 公有水面埋立地における用途変更、権利の移転・設定の許可手
続きの運用改善、大臣協議の処理期間の短縮

・ 公有水面埋立地における用途変更が可能な用途の通知による明
確化

・ 交通機関空白の過疎地における輸送の確保
・ 公共交通機関の利用が困難な身体障害者及び高齢者等に係る輸
送の確保

・ 自動車荷役時やテスト走行時の仮ナンバー表示の緩和
・ 重量物輸送の車両総重量規制の緩和

○ その他のものについては、安全規制、利用者保護等の観点での必
、 、 、要最小限の規制を除き 現行規定でも実現可能であるか あるいは

今後、全国的に対応することとしている。



行政財産である港湾施設の民間への貸付可能化 
 

１．現行では、行政財産の貸付けは原則として禁止されてお

り、行政財産である港湾施設については、原則として、港

湾管理者が民間事業者に使用許可をしてその運営を行っ

ているところ。 

 

２．構造改革特区において、既存公共埠頭を民間事業者へ一

体的に貸し付け、当該民間事業者の経営能力を活用して効

率的運営を図ろうとする、港湾管理者からの提案を踏まえ

て、行政財産である港湾施設を民間へ貸付けができるよう、

構造改革特別区域法に港湾法等の特例として規定するこ

とを検討しているところ。 

 

３．具体的には、構造改革特区内の重要港湾において、特定

の公共埠頭の一体的・効率的な運営事業を行おうとする民

間事業者が、事業計画を作成し、公共性を担保するための

手続を経た上で、港湾管理者が当該事業計画を認定した場

合に、当該民間事業者に対して行政財産である当該埠頭の

貸付けを行うことができるようにする制度を検討してい

るところ。 

 

４．なお、貸付けを受けた民間事業者は当該施設に係る料金

の設定を自ら行えるとともに、当該料金収入を自らの収入

とすることが可能となる。 
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○
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）（
抄
） 

 
（
港
湾
施
設
の
貸
付
等
）  

第
五
十
四
条  

前
条
に
規
定
す
る
場
合
の
外
、
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
港
湾
工
事
に
よ
つ
て
生
じ
た
港
湾
施
設
（
港
湾
の
管
理
運
営
に
必
要
な
土
地
を
含
む
。）は
、

国
土
交
通
大
臣
（
国
有
財
産
法 

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
三
条 

の
規
定
に
よ
る
普
通
財
産
に
つ
い
て
は
財
務
大
臣
）
に
お
い
て
港
湾
管
理
者
に
貸

し
付
け
、
又
は
管
理
を
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

（
略
） 

 

第
五
十
五
条  

港
湾
管
理
者
が
設
立
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
時
に
お
い
て
国
の
所
有
又
は
管
理
に
属
す
る
港
湾
施
設
で
、
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
す
る
た
め
必
要
な

も
の
（
航
行
補
助
施
設
を
除
く
。）
は
、
港
湾
管
理
者
に
譲
渡
し
、
貸
し
付
け
、
又
は
管
理
を
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

（
略
） 

 

○
北
海
道
開
発
の
た
め
に
す
る
港
湾
工
事
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）（
抄
） 

 

（
土
地
又
は
工
作
物
の
譲
渡
等
）  

第
四
条  

（
略
） 

２ 

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
工
事
に
よ
つ
て
生
じ
た
土
地
又
は
工
作
物
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
譲
渡
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
公
用
の
た
め
国
に
お
い

て
必
要
な
も
の
を
除
き
、
港
湾
施
設
と
な
る
べ
き
も
の
及
び
港
湾
の
管
理
運
営
に
必
要
な
も
の
は
、
こ
れ
を
港
湾
管
理
者
に
管
理
を
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

○
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）（
抄
） 

 

（
沖
縄
の
港
湾
に
係
る
特
例
） 

第
百
八
条  

（
中
略
） 

６ 

第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
工
事
に
よ
っ
て
生
じ
た
土
地
又
は
工
作
物
（
公
用
に
供
す
る
た
め
国
が
必
要
と
す
る
も
の
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
譲
渡
す
る
も
の
を

除
く
。）
の
う
ち
、
港
湾
施
設
と
な
る
べ
き
も
の
及
び
港
湾
の
管
理
運
営
に
必
要
な
も
の
は
、
港
湾
管
理
者
に
管
理
を
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

（
略
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以
下
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〔
参
照
条
文
〕 



公有水面埋立地における用途変更、権利の移転・
設定の許可手続きの運用改善、大臣協議の処理期
間の短縮

１．制度の現状
埋立者が公有水面埋立地の用途変更、権利の移転・設定を行う場

合、竣功認可の告示の日から１０年間は、免許権者（都道府県知事
又は港湾管理者）の許可が必要となっている。また、国の立場から
見て極めて重要又はもたらす影響が大きい埋立て、すなわち５０ヘ
クタールを超える埋立て、特定重要港湾の埋立て、重要港湾の１ヘ
クタールを超える埋立て等については、その適切性を国も判断する
必要があることから、免許に際して、大臣認可に係らしめていると
ころであり、埋立地の用途変更、権利の移転・設定に係る免許権者
の許可に際しても、同様に国がその適切性を判断する必要があるこ
とから、大臣協議に係らしめている。

２．特区として実現することとした事項
許可基準の一つである「已むことを得ざる事由あること」につい

ては、これまで、例えば、用途変更の場合には 「埋立を行った者、
自らの原因ではなく、社会・経済状況の変化による外部的要因によ
る場合 、権利の移転・設定の場合には「会社の経営不振により継」
続的な土地利用が困難と認められる場合」等に限定するなど、極め
て厳格に運用してきたところである。この「已むことを得ざる事由
あること」について、例えば「特区制度の趣旨・目的に沿うような
用途変更、権利の移転・設定であれば、原則として免許権者が弾力
的に許可することを容認する」旨の通知を地方自治法に基づく技術
的助言として発出するなど、用途変更、権利の移転・設定に係る許
可基準の運用を見直す。また、大臣協議の処理期間については、現
行受理から通知まで約１月要しているところを約２週間で処理す
る。



○
公
有
水
面
埋
立
法

（大
正
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九
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法
律
五
十
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号
）（抄
）

〔
埋
立
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制
限
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又
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又
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収
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又
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当
事
者
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国
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交
通
省
令
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定
ム
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所
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依
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府
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知
事
ノ
許
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受
ク
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シ
但
シ
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ノ
各
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一
ニ
該
当
ス
ル
ト
キ
ハ
此
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限
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権
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取
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ス
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者
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国
又
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ナ
ル
ト
キ
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分
、
強
制
執
行
、
担
保
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ノ
実
行
ト
シ
テ
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競
売
（
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ノ
例
ニ
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ル
競
売
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含
ム
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又
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企
業
担
保
権
ノ
実
行
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因
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転
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法
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収
用
又
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使
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項
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考
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又
ハ
設
定
ノ
相
手
方
ガ
埋
立
地
ヲ
第
十
一
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又
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第
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国
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大
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受
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埋
立
ニ
関
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第
一
項
ノ
許
可
ヲ
為
サ
ム
ト
ス
ル
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予
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国
土
交
通
大
臣
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協
議
ス
ベ
シ



○
公
有
水
面
埋
立
法

（大
正
十
年
四
月
九
日
法
律
五
十
七
号
）（抄
）

〔
埋
立
地
の
用
途
と
異
な
る
利
用
の
制
限
〕

第
二
十
九
条

第
二
十
四
条
第
一
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
埋
立
地
ノ
所
有
権
ヲ
取
得
シ
タ
ル
者
又
ハ
其
ノ
一
般
承
継
人
ハ
第
二
十
二
条
第

二
項
ノ
告
示
ノ
日
ヨ
リ
起
算
シ
十
年
内
ニ
埋
立
地
ヲ
第
十
一
条
又
ハ
第
十
三
条
ノ
二
第
二
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
告
示
シ
タ
ル
用
途
ト
異

ル
用
途
ニ
供
セ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
国
土
交
通
省
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
都
道
府
県
知
事
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ベ
シ
但
シ
公
用
又
ハ
公
共
ノ

用
ニ
供
セ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ズ

②

都
道
府
県
知
事
ハ
前
項
ノ
許
可
ノ
申
請
左
ノ
各
号
ニ
適
合
ス
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
許
可
ス
ベ
シ

一

申
請
手
続
ガ
前
項
ノ
国
土
交
通
省
令
ニ
違
反
セ
ザ
ル
コ
ト

二

埋
立
地
ヲ
第
十
一
条
又
ハ
第
十
三
条
ノ
二
第
二
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
告
示
シ
タ
ル
用
途
ニ
供
セ
ザ
ル
コ
ト
ニ
付
已
ム
コ
ト
ヲ
得

ザ
ル
事
由
ア
ル
コ
ト

三

埋
立
地
ノ
利
用
上
適
正
且
合
理
的
ナ
ル
コ
ト

四

供
セ
ム
ト
ス
ル
用
途
ガ
土
地
利
用
又
ハ
環
境
保
全
ニ
関
ス
ル
国
又
ハ
地
方
公
共
団
体
（
港
務
局
ヲ
含
ム
）
ノ
法
律
ニ
基
ク
計

画
ニ
違
背
セ
ザ
ル
コ
ト

③

都
道
府
県
知
事
ハ
第
四
十
七
条
第
一
項
ノ
国
土
交
通
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
埋
立
ニ
関
シ
第
一
項
ノ
許
可
ヲ
為
サ
ム
ト
ス
ル

ト
キ
ハ
予
メ
国
土
交
通
大
臣
ニ
協
議
ス
ベ
シ



公有水面埋立地における用途変更が可能な用途の
通知による明確化

（本提案の趣旨）
製造業、流通保管用地といった現在の用途を例えば 「リサイク、

ル関連用地」と言った幅広い概念の用途や複数の現用途の併記によ
る用途などへの検討要請

１．制度の現状
埋立地の用途は、埋立てによって造成される土地の利用を特定し

たものであり、免許にあたり、埋立ての必要性を判断するうえで最
も重要な事項の一つであることから、なるべく具体的に特定する必
要がある。このため、埋立地の用途については港湾計画の土地利用
区分より詳細な区分を行い、工業用途については、総務省の日本標
準産業分類の大分類又は中分類により定めている。

２．特区として実現することとした事項
特区内において、現在の産業分類にない新しい産業が立地してく

ることも考えられ、埋立地の用途については、従来の用途区分では
特定が困難な利用形態や複合的な土地利用に対応する用途を例示
し、技術的助言として通知する。



○
公
有
水
面
埋
立
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
昭
和
４
９
年
６
月
１
４
日
港
管
第
１
５
８
０
号
、
河
政
発
第
５
７
号

（
抄
）

）

１

埋
立
免
許
の
願
書
等
に
つ
い
て
（
法
第
２
条
、
則
第
１
条
、
第
２
条
及
び
第
３
条
関
係
）

（
４
）
埋
立
地
の
用
途
に
つ
い
て
（
法
第
２
条
第
２
項
第
３
号
、
則
第
１
条
及
び
別
記
様
式
第
１
関
係
）

イ

法
第
２
条
第
２
項
第
３
号
の
埋
立
地
の
用
途
は
、
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
出
願
事
項
の
縦
覧
及
び
地
元
市
町
村
長
の
意

見
徴
取
、
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
埋
立
免
許
基
準
、
法
第
１
３
条
ノ
２
の
規
定
に
よ
る
出
願
事
項
の
変
更
並
び
に
法
第
２

９
条
の
規
定
に
よ
る
埋
立
地
の
用
途
変
更
の
許
可
等
の
埋
立
地
の
用
途
に
関
す
る
規
定
の
趣
旨
を
考
慮
し
て
定
め
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
が
、
な
る
べ
く
具
体
的
で
あ
る
こ
と
。

ロ

イ
の
場
合
に
お
い
て
、
埋
立
地
の
用
途
の
う
ち
工
業
用
途
に
つ
い
て
は
、
ハ
か
ら
ホ
ま
で
に
よ
る
ほ
か
、
少
な
く
と
も
、

統
計
法
の
規
定
に
よ
る
日
本
標
準
産
業
分
類
の
う
ち
中
分
類
に
よ
る
こ
と
。

ハ

工
業
用
途
の
う
ち
、
石
油
製
品
製
造
業
用
地
と
、
石
炭
製
品
製
造
業
用
地
は
区
分
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
金
属
製
品
製

造
業
用
地
及
び
機
械
器
具
製
造
業
用
地
は
併
せ
て
金
属
機
械
器
具
製
造
業
用
地
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ

工
業
用
途
の
う
ち
、
中
小
企
業
工
業
団
地
造
成
の
た
め
の
埋
立
て
で
ロ
に
よ
り
定
め
難
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
製
造
業
用

地
と
し
て
用
途
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ

主
た
る
工
業
用
地
の
関
連
工
業
用
地
は
、
主
た
る
工
業
用
地
と
同
一
の
用
途
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
。

ヘ

独
立
し
た
用
途
と
し
て
表
示
さ
れ
な
い
公
共
施
設
用
地
に
つ
い
て
も
、
免
許
権
者
は
、
法
第
２
４
条
第
１
項
た
だ
し
書
の

規
定
に
基
づ
き
、
免
許
条
件
を
も
っ
て
公
共
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。



交通機関空白の過疎地における輸送の確保

． 、１ 交通機関空白の過疎地における輸送の確保については
その問題点の把握や今後の方向性の検討のため、現在愛

知県豊根村において住民ボランティアを主体とした実証

実験を行っているところである。

２．実証実験においては、実費相当分等一定の対価を支払

う場合の取扱いについても検討することとしているとこ
ろである。

３．実証実験の結果を踏まえた結論については今年度末を

目途に得ることとしているが、全国的に実施する前段階

としてさらなる課題の整理等を行うために、特区におい
て先行的に実施することとした。



交
通

空
白

の
過

疎
地

に
お

け
る

住
民

輸
送

の
実

証
実

験
事

業
交

通
空

白
の

過
疎

地
に

お
け

る
住

民
輸

送
の

実
証

実
験

事
業

○
　

愛
知

県
豊

根
村

で
秋

頃
に

実
施

○
　

村
に

あ
ら

か
じ

め
登

録
し

た
住

民
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

、
移

動
手

段
を

も
た

な
い

高
齢

者
等

の
希

望
に

　
応

じ
、

輸
送

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
。
（
保

険
の

付
保

、
人

身
事

故
・重

大
違

反
の

経
歴

の
な

い
安

全
　

　
な

も
の

の
活

用
等

、
利

用
者

の
保

護
に

配
慮

が
前

提
）

○
　

実
費

相
当

分
等

一
定

の
対

価
を

支
払

う
場

合
の

取
扱

い
に

つ
い

て
も

併
せ

て
検

討
。

　

Ａ
家

Ｃ
家

役
場

配
車
予
約

配
車
予
約

Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
を
病
院

と
本
屋
ま
で
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

配
車
依
頼

わ
か
っ
た
わ
。
行
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
。

町
の

本
屋

に
行

き
た

い
ん

だ
け

ど
手

の
空

い
て

い
る

若
い

も
ん

は
お

ら
ん

か
な

あ
。

今
、

畑
が

一
段

落
し

た
ん

で
大

丈
夫

。
あ
と

10
分

位
で

迎
え

に
行

き
ま

す
。

お
母
さ
ん
、
今
日
の
病
院
の
送
り

迎
え
は
Ｃ
さ
ん
が
や
っ
て
く
だ
さ

る
よ
う
で
す
よ
。
そ
れ
で
は
行
っ

て
き
ま
す
ね
。

配
車
予
約

Ｂ
家



公共交通機関の利用が困難な身体障害者及
び高齢者等に係る輸送の確保

１．公共交通機関の利用が困難な身体障害者及び高齢者等

に係る輸送の確保については、その問題点の把握や今後

の方向性の検討のため、現在札幌市においてタクシー事
業者及びボランティア団体等が参加した実証実験を行っ

ているところである。

２．実証実験においては、タクシー事業者とボランティア

団体等の役割分担等についても検討対象となっており、

一定の要件を満たす場合には、このような輸送の実施主
体としてボランティア団体等を活用することが適切かど

うかについて検討することとしている。

３．実証実験の結果を踏まえた最終的な結論については今

年度末を目途に得ることとしているが、全国的に実施す

る前段階としてさらなる課題の整理等を行うために、特
区において先行的に実施することとした。



Ｓ
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Ｓ
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ﾎ
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ﾍ
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ｬﾙ
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ﾗﾝ
ｽ

ﾎ
ﾟｰ

ﾄｻ
ｰ

ﾋﾞ
ｽ

)) 実
証

実
験

事
業

実
証

実
験

事
業

○
　

札
幌

市
で

９
月

～
１

１
月

（予
定

）に
実

施

○
　

札
幌

市
内

タ
ク

シ
ー

事
業

者
及

び
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
等

数
社

が
参

加
。

○
　

利
用

者
は

、
関

係
者

が
共

同
で

設
置

す
る

予
約

セ
ン

タ
ー

に
申

し
込

み
、

タ
ク

シ
ー

事
業

者
と

ボ
ラ

　
ン

テ
ィ

ア
団

体
等

が
連

携
し

て
、

利
用

者
の

輸
送

・介
助

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
。

○
　

タ
ク

シ
ー

事
業

者
と

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等
が

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
分

野
を

生
か

し
た

す
み

わ
け

を
図

　
り

な
が

ら
連

携
を

図
る

な
ど

、
一

定
の

要
件

を
満

た
し

た
場

合
に

は
、

Ｓ
Ｔ

Ｓ
の

実
施

主
体

と
し

て
ボ

ラ
ン

　
テ

ィ
ア

団
体

等
を

活
用

す
る

こ
と

が
適

切
か

ど
う

か
に

つ
い

て
も

検
討

す
る

。

公
共

交
通

機
関

の
利

用
が

困
難

な
身

体
障

害
者

、
高

齢
者

等

共
同

予
約

セ
ン

タ
ー

タ
ク

シ
ー

事
業

者
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
等

1)
輸

送
サ

ー
ビ

ス
・

2)
介

助
付

輸
送

サ
ー

ビ
ス

の
提

供

1)
介

助
サ

ー
ビ

ス
・

2)
タ

ク
シ

ー
事

業
者

だ
け

で
は

対
応

で
き

な
い

場
合

等
に

お
け

る
介

助
付

輸
送

サ
ー

ビ
ス

の
提

供

連
携



○
道
路
運
送
法
（
抄
）

（
昭
和
二
十
六
年
六
月
一
日
法
律
第
百
八
十
三
号
）

（
種
類
）

第
三
条

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
種
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
（
特
定
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
以
外
の
旅
客
自
動
車
運

送
事
業
）

イ

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
（
路
線
を
定
め
て
定
期
に
運
行
す
る
自
動
車
に

よ
り
乗
合
旅
客
を
運
送
す
る
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
）

ロ

一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
（
イ
及
び
ハ
の
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
以
外
の

一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
）

ハ

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
（
一
個
の
契
約
に
よ
り
乗
車
定
員
十
人
以
下
の

自
動
車
を
貸
し
切
つ
て
旅
客
を
運
送
す
る
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
）

二

特
定
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
（
特
定
の
者
の
需
要
に
応
じ
、
一
定
の
範
囲
の
旅
客
を

運
送
す
る
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
）

（
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
）

第
四
条

一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
は
、
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
種
別
（
前
条

第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
別
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
つ
い
て
行
う
。

（
有
償
運
送
の
禁
止
及
び
賃
貸
の
制
限
）

第
八
十
条

自
家
用
自
動
車
は
、
有
償
で
運
送
の
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災

害
の
た
め
緊
急
を
要
す
る
と
き
、
又
は
公
共
の
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
場

合
で
あ
つ
て
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
・
３

（
略
）

（
免
許
等
の
条
件
又
は
期
限
）

第
八
十
六
条

免
許
、
許
可
又
は
認
可
に
は
条
件
又
は
期
限
を
付
し
、
及
び
こ
れ
を
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
条
件
又
は
期
限
は
、
公
衆
の
利
益
を
増
進
し
、
又
は
免
許
、
許
可
若
し
く
は
認

可
に
係
る
事
項
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
最
少
限
度
の
も
の
に
限
り
、
か
つ
、

当
該
道
路
運
送
事
業
者
（
道
路
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
不

当
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



自動車荷役時やテスト走行時の仮ナンバー

（回送運行許可番号標）の表示の緩和

１ 自動車荷役時やテスト走行時の仮ナンバー（回送運行許

可番号標）の利用について、特区内で取り扱う自動車は

外国製の高級車が多く、かつ新車であり、回送運行許可

番号標の着脱時に車体に損傷を与えるおそれがあること

から、回送運行許可番号標を車体に傷をつけない簡易な

もので代替できるようにしてほしいという御提案がなさ

れているところ。

２ 現行では、省令により「回送運行許可番号標及びこれに

記載された番号の表示は、自動車の運行中回送運行許可

番号標に記載された番号が判読できるように、回送運行

許可番号標を自動車の前面及び後面の見やすい位置に確

実に取り付けることによって行なう」こととしている。

３ 今後、提案県担当者等と「特区内の特定区間の回送運行

に限り、車両に傷のつかない回送運行許可番号標の具体

的な代替策」を検討の上、提案に沿うよう措置すること

としている。



○
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
六
月
一
日
法
律
第
百
八
十
五
号
）
（
抄
） 

 
（
登
録
の
一
般
的
効
力
） 

 

第
四
条 
自
動
車
（
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
及
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
を
除
く
。
以
下
第
二
十
九
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
を
除
き
本
章
に
お
い
て
同

じ
。
）
は
、
自
動
車
登
録
フ
ァ
イ
ル
に
登
録
を
受
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
運
行
の
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
自
動
車
登
録
番
号
標
等
の
表
示
の
義
務
） 

 

第
十
九
条 

自
動
車
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
及
び
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
又
は
第
二
十
五
条
の
自
動
車
登
録
番
号
標
交
付
代
行
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
自
動
車
登
録
番
号
標
及
び
こ
れ
に
記

載
さ
れ
た
自
動
車
登
録
番
号
を
見
や
す
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ
ば
、
運
行
の
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
臨
時
運
行
許
可
番
号
標
表
示
等
の
義
務
） 
 

第
三
十
六
条 

臨
時
運
行
の
許
可
に
係
る
自
動
車
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
臨
時
運
行
許
可
番
号
標
及
び
こ
れ
に
記
載
さ
れ
た
番
号
を
見

や
す
い
よ
う
に
表
示
し
、
か
つ
、
臨
時
運
行
許
可
証
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
運
行
の
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
回
送
運
行
の
許
可
） 
 

第
三
十
六
条
の
二 

自
動
車
の
回
送
を
業
と
す
る
者
で
そ
の
営
業
所
ご
と
に
地
方
運
輸
局
長
の
許
可
を
受
け
た
も
の
が
、
当
該
営
業
所
の
業
務
と
し
て
回
送
す

る
自
動
車
（
以
下
「
回
送
自
動
車
」
と
い
う
。
）
で
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
回
送
運
行
許
可
番
号
標
及
び
こ
れ
に
記
載
さ
れ
た
番
号
を

見
や
す
い
よ
う
に
表
示
し
、
か
つ
、
回
送
運
行
許
可
証
を
備
え
付
け
た
も
の
を
、
当
該
回
送
運
行
許
可
証
の
有
効
期
間
内
に
、
こ
れ
に
記
載
さ
れ
た
目
的
に

従
つ
て
運
行
の
用
に
供
す
る
と
き
は
、
第
四
条
、
第
十
九
条
、
第
五
十
八
条
第
一
項
及
び
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
は
、
当
該
自
動
車
に
つ
い
て
適
用
し

な
い
。 



○
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
八
月
十
六
日
運
輸
省
令
第
七
十
四
号
）
（
抄
） 

 
（
自
動
車
登
録
番
号
標
の
様
式
等
） 

 

第
十
一
条 
自
動
車
登
録
番
号
標
は
、
第
一
号
様
式
に
よ
る
。 

３ 

自
動
車
登
録
番
号
標
は
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 
 

金
属
製
の
も
の
又
は
金
属
及
び
透
明
材
料
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

二 
 

使
用
に
十
分
耐
え
る
厚
さ
及
び
硬
度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

三 
 

腐
し
よ
く
、
さ
び
又
は
き
裂
の
生
ず
る
お
そ
れ
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

四 
 

塗
装
の
色
が
変
わ
り
又
は
あ
せ
る
お
そ
れ
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

五 
 

塗
膜
の
は
げ
落
ち
又
は
き
裂
の
生
ず
る
お
そ
れ
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

（
臨
時
運
行
許
可
証
の
表
示
） 

 

第
二
十
三
条 

臨
時
運
行
許
可
証
（
有
効
期
間
を
記
載
し
た
裏
面
に
限
る
。
）
は
、
自
動
車
の
運
行
中
そ
の
前
面
の
見
や
す
い
位
置
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

（
臨
時
運
行
許
可
番
号
標
等
の
表
示
） 

 

第
二
十
四
条 

法
第
三
十
六
条 

（
法
第
七
十
三
条
第
二
項 

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
臨
時
運
行
許
可
番
号
標
及
び
こ
れ
に
記
載

さ
れ
た
番
号
の
表
示
は
、
自
動
車
の
運
行
中
臨
時
運
行
許
可
番
号
標
に
記
載
さ
れ
た
番
号
が
判
読
で
き
る
よ
う
に
、
臨
時
運
行
許
可
番
号
標
を
自
動
車
の
前

面
及
び
後
面
の
見
や
す
い
位
置
に
確
実
に
取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
二
輪
自
動
車
、
側
車
付
二
輪
自
動
車
、
三
輪
自
動
車
、

被
牽
引
自
動
車
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
す
る
大
型
特
殊
自
動
車
に
あ
つ
て
は
、
前
面
の
臨
時
運
行
許
可
番
号
標
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 



（
回
送
運
行
許
可
証
の
表
示
等
） 

 
第
二
十
六
条
の
五 

第
二
十
三
条
の
規
定
は
回
送
運
行
許
可
証
の
表
示
に
つ
い
て
、
第
二
十
四
条
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項 

（
法
第
七
十
三
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
回
送
運
行
許
可
番
号
標
及
び
こ
れ
に
記
載
さ
れ
た
番
号
の
表
示
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
回
送
運
行
許
可
証
等
） 

 

第
二
十
六
条
の
六 
回
送
運
行
許
可
証
は
第
四
号
様
式
、
回
送
運
行
許
可
番
号
標
は
第
五
号
様
式
に
よ
る
。 

２ 

第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
は
、
回
送
運
行
許
可
番
号
標
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 



重量物輸送の車両総重量規制の緩和

１．重量物輸送に関する車両総重量の規制については、車両、貨物

の特殊性が認められ、かつ、次の事項について適切な措置が講じ

られるとともに、当該措置が厳格に担保される場合には、一定期
間試行的に規制緩和を実現することが可能と考えられる。

・ 特定のルートを走行すること

・ 道路構造に悪影響を与えないこと

・ 費用負担を含む道路の適切な管理が行われること 等

２．なお、規制緩和の実現に当たって必要となる個別の特殊車両通

行許可及び基準緩和認定については、各道路管理者及び各地方運
輸局長が車両、貨物の特殊性、代替措置の確実性等について総合

的に勘案して判断することとなる。



●
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号

（
抄
）

）

第
四
十
七
条

道
路
の
構
造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
道
路
と
の
関
係
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
車
両
（
人
が
乗
車
し
、
又
は
貨
物
が
積
載
さ
れ
て
い
る
場

合
に
あ
つ
て
は
そ
の
状
態
に
お
け
る
も
の
を
い
い
、
他
の
車
両
を
牽
引
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
牽
引
さ
れ
て
い
る
車
両
を
含
む
。
以
下
本
節
及
び
第
八
章
中
同
じ

）
の

。

幅
、
重
量
、
高
さ
、
長
さ
及
び
最
小
回
転
半
径
の
最
高
限
度
は
、
政
令
で
定
め
る
。

２

車
両
で
そ
の
幅
、
重
量
、
高
さ
、
長
さ
又
は
最
小
回
転
半
径
が
前
項
の
政
令
で
定
め
る
最
高
限
度
を
こ
え
る
も
の
は
、
道
路
を
通
行
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

３
～
４

（
略
）

四
十
七
条
の
二

道
路
管
理
者
は
、
車
両
の
構
造
又
は
車
両
に
積
載
す
る
貨
物
が
特
殊
で
あ
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
又
は
同
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
禁
止
若
し
く
は
制
限
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
車
両
を
通
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
通
行
経
路
、
通
行
時
間
等
に
つ
い
て
、
道
路
の
構
造
を
保
全
し
、

又
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
条
件
を
附
し
て
、
同
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
最
高
限
度
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
限
度
を
こ
え
る
車
両
の
通
行
を
許
可
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
～
７

（
略
）

◎
車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
七
月
十
七
日
政
令
第
二
百
六
十
五
号

（
抄
）

）

（
車
両
の
幅
等
の
最
高
限
度
）

第
三
条

法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
車
両
の
幅
、
重
量
、
高
さ
、
長
さ
及
び
最
小
回
転
半
径
の
最
高
限
度
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

二

重
量

次
に
掲
げ
る
値

イ

総
重
量

高
速
自
動
車
国
道
又
は
道
路
管
理
者
が
道
路
の
構
造
の
保
全
及
び
交
通
の
危
険
の
防
止
上
支
障
が
な
い
と
認
め
て
指
定
し
た
道
路
を
通
行
す
る
車
両
に
あ
つ
て
は

二
十
五
ト
ン
以
下
で
車
両
の
長
さ
及
び
軸
距
に
応
じ
て
当
該
車
両
の
通
行
に
よ
り
道
路
に
生
ず
る
応
力
を
勘
案
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
値
、
そ
の
他
の
道
路
を
通
行
す

る
車
両
に
あ
つ
て
は
二
十
ト
ン

ロ
～
ニ

（
略
）

三
～
五

（
略
）

２

バ
ン
型
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
（
自
動
車
と
前
車
軸
を
有
し
な
い
被
け
ん
引
車
と
の
結
合
体
で
あ
つ
て
、
被
け
ん
引
車
の
一
部
が
自
動
車
に
載
せ
ら
れ
、
か
つ
、
被
け
ん
引
車

及
び
そ
の
積
載
物
の
重
量
の
相
当
の
部
分
が
自
動
車
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ

、
タ
ン
ク
型
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
、
幌
枠
型
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連

。）

結
車
及
び
コ
ン
テ
ナ
又
は
自
動
車
の
運
搬
用
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
並
び
に
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
連
結
車
（
自
動
車
と
一
の
被
け
ん
引
車
と
の
結
合
体
で
あ
つ
て
、
被
け
ん
引
車
及
び

そ
の
積
載
物
の
重
量
が
自
動
車
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
な
い
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
で
自
動
車
及
び
被
け
ん
引
車
が
バ
ン
型
の
車
両
、
タ
ン
ク
型
の
車
両
、
幌
枠
型
の
車
両
又

。

は
コ
ン
テ
ナ
若
し
く
は
自
動
車
の
運
搬
用
の
車
両
で
あ
る
も
の
の
総
重
量
の
最
高
限
度
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
高
速
自
動
車
国
道
を
通
行
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
三
十

六
ト
ン
以
下
、
そ
の
他
の
道
路
を
通
行
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
二
十
七
ト
ン
以
下
で
、
車
両
の
軸
距
に
応
じ
て
当
該
車
両
の
通
行
に
よ
り
道
路
に
生
ず
る
応
力
を
勘
案
し
て
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
値
と
す
る
。

３

（
略
）



○
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号

（
抄
）

）

（
自
動
車
の
構
造
）

第
四
十
条

自
動
車
は
、
そ
の
構
造
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
に
適
合
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
、
運
行
の
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

長
さ
、
幅
及
び
高
さ

二
～
九

（
略
）

○
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号

（
抄
）

）

（
車
両
総
重
量
）

第
四
条

自
動
車
の
車
両
総
重
量
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
自
動
車
の
種
別
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
重
量
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

自
動
車
の
種
別

車
両
総
重
量
（
ト
ン
）

最
遠
軸
距
（
メ
ー
ト
ル
）

一

セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
以
外
の
自
動
車

五
・
五
未
満

二
十

五
・
五
以
上
七
未
満

二
十
二
（
長
さ
が
九
メ
ー
ト
ル
未
満
の
自
動
車
に
あ
つ
て
は
、
二
十
）

七
以
上

二
十
五
（
長
さ
が
九
メ
ー
ト
ル
未
満
の
自
動
車
に
あ
つ
て
は
二
十
、
長
さ
が
九
メ
ー

ト
ル
以
上
十
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
自
動
車
に
あ
つ
て
は
二
十
二
）

二

セ
ミ
ト
レ
ー
ラ

五
未
満

二
十

五
以
上
七
未
満

二
十
二

七
以
上
八
未
満

二
十
四

八
以
上
九
・
五
未
満

二
十
六

九
・
五
以
上

二
十
八

（
基
準
の
緩
和
）

第
五
十
五
条

地
方
運
輸
局
長
が
、
そ
の
構
造
に
よ
り
若
し
く
は
そ
の
使
用
の
態
様
が
特
殊
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
保
安
上
及
び
公
害
防
止
上
支
障
が
な
い
と
認
定
し
た
自
動
車

に
つ
い
て
は
、
本
章
の
規
定
で
あ
つ
て
当
該
自
動
車
に
つ
い
て
適
用
し
な
く
て
も
保
安
上
及
び
公
害
防
止
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も

の
の
う
ち
、
地
方
運
輸
局
長
が
当
該
自
動
車
ご
と
に
指
定
し
た
も
の
は
、
適
用
し
な
い
。

２

前
項
の
認
定
は
、
条
件
若
し
く
は
期
限
又
は
認
定
に
係
る
自
動
車
の
運
行
の
た
め
必
要
な
保
安
上
若
し
く
は
公
害
防
止
上
の
制
限
を
付
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
～
７

（
略
）


